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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　携帯情報機器であって、
　電力を供給するための電源部と、
　前記電源部から電力の供給を受け、外部との間で通信情報を送受信するための送受信手
段と、
　外部からの指示を受け付けるための指示入力手段とを備え、
　前記指示入力手段は、
　電源オフを指示するための第１の操作手段を含み、
　前記電源部から電力の供給を受け、前記携帯情報機器から出力される画像情報を表示す
るための表示手段と、
　前記電源部から電力の供給を受け、外部から受信する測位信号に基づいて、前記携帯情
報機器の位置を特定するための位置特定手段と、
　条件記憶手段と、
　前記携帯情報機器の動作を制御するための制御手段とをさらに備え、
　前記制御手段は、
　前記電源部が前記電力を供給する状態は維持して、前記第１の操作手段の操作に応じて
、少なくとも、前記第１の操作手段を介した入力を受け付けず、かつ、前記表示手段によ
る表示を停止する、仮停止状態へ遷移させるための仮停止制御手段と、
　前記仮停止状態に遷移する前に前記指示入力手段からの入力に基づいて、予め前記仮停
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止状態からの復帰条件を前記条件記憶手段に登録するための復帰条件設定手段と、
　前記仮停止状態において前記復帰条件が満たされることに応じて、前記仮停止状態から
、前記指示入力手段からの入力受付を開始する状態に遷移させるための状態復帰手段とを
含み、
　前記仮停止制御手段は、前記仮停止状態においても、前記位置特定手段への電力供給を
継続し、
　前記復帰条件は、前記携帯情報機器の位置が所定の領域内であることであって、
　前記仮停止制御手段は、
　前記第１の操作手段の操作に応じて、前記電源部からの電力の供給を所定時間の間、一
旦停止させる電源供給休止手段と、
　前記所定時間の経過後に前記仮停止状態へ遷移する制御を行う遷移手段とを含む、こと
を特徴とする携帯情報機器。
【請求項２】
　携帯情報機器であって、
　電力を供給するための電源部と、
　前記電源部から電力の供給を受け、外部との間で通信情報を送受信するための送受信手
段と、
　外部からの指示を受け付けるための指示入力手段とを備え、
　前記指示入力手段は、
　電源オフを指示するための第１の操作手段を含み、
　前記電源部から電力の供給を受け、前記携帯情報機器から出力される画像情報を表示す
るための表示手段と、
　前記電源部から電力の供給を受け、外部から受信する測位信号に基づいて、前記携帯情
報機器の位置を特定するための位置特定手段と、
　条件記憶手段と、
　前記携帯情報機器の動作を制御するための制御手段とをさらに備え、
　前記制御手段は、
　前記電源部が前記電力を供給する状態は維持して、前記第１の操作手段の操作に応じて
、少なくとも、前記第１の操作手段を介した入力を受け付けず、かつ、前記表示手段によ
る表示を停止する、仮停止状態へ遷移させるための仮停止制御手段と、
　前記仮停止状態に遷移する前に前記指示入力手段からの入力に基づいて、予め前記仮停
止状態からの復帰条件を前記条件記憶手段に登録するための復帰条件設定手段と、
　前記仮停止状態において前記復帰条件が満たされることに応じて、前記仮停止状態から
、前記指示入力手段からの入力受付を開始する状態に遷移させるための状態復帰手段とを
含み、
　前記仮停止制御手段は、前記仮停止状態においても、前記位置特定手段への電力供給を
継続し、
　前記復帰条件は、前記携帯情報機器の位置が所定の領域内であることであって、
　ユーザの操作に応じて、外部形態が可変である筐体と、
　前記筐体の外部形態の変化を検出するための形態検知手段とをさらに備え、
　前記仮停止制御手段は、
　前記第１の操作手段の操作に応じて、前記電源部からの電力の供給を一旦停止させる電
源供給休止手段と、
　前記形態検知手段により前記筐体が所定の形態に変化したことを検知してから所定時間
経過した後に、前記仮停止状態へ遷移する制御を行う遷移手段とを含む、携帯情報機器。
【請求項３】
　携帯情報機器であって、
　電力を供給するための電源部と、
　前記電源部から電力の供給を受け、外部との間で通信情報を送受信するための送受信手
段と、
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　外部からの指示を受け付けるための指示入力手段とを備え、
　前記指示入力手段は、
　電源オフを指示するための第１の操作手段を含み、
　前記電源部から電力の供給を受け、前記携帯情報機器から出力される画像情報を表示す
るための表示手段と、
　前記電源部から電力の供給を受け、外部から受信する測位信号に基づいて、前記携帯情
報機器の位置を特定するための位置特定手段と、
　条件記憶手段と、
　前記携帯情報機器の動作を制御するための制御手段とをさらに備え、
　前記制御手段は、
　前記電源部が前記電力を供給する状態は維持して、前記第１の操作手段の操作に応じて
、少なくとも、前記第１の操作手段を介した入力を受け付けず、かつ、前記表示手段によ
る表示を停止する、仮停止状態へ遷移させるための仮停止制御手段と、
　前記仮停止状態に遷移する前に前記指示入力手段からの入力に基づいて、予め前記仮停
止状態からの復帰条件を前記条件記憶手段に登録するための復帰条件設定手段と、
　前記仮停止状態において前記復帰条件が満たされることに応じて、前記仮停止状態から
、前記指示入力手段からの入力受付を開始する状態に遷移させるための状態復帰手段とを
含み、
　前記仮停止制御手段は、前記仮停止状態においても、前記位置特定手段への電力供給を
継続し、
　前記復帰条件は、前記携帯情報機器の位置が所定の領域内であることであって、
　前記携帯情報機器のユーザからの認証情報を受け付けるための認証情報入力手段をさら
に備え、
　前記制御手段は、前記認証情報入力手段からの認証情報が正規であると判断した場合に
、前記第１の操作手段の操作に応じて、前記電源部から、前記送受信手段、前記指示入力
手段、前記表示手段及び前記制御手段への電力の供給を停止するための本停止状態へ遷移
させるための本停止制御手段をさらに含み、
　通信先を特定するための通信先情報を格納する通信先記憶手段をさらに備え、
　前記通信先記憶手段は、第１および第２の記憶領域を含み、
　前記指示入力手段は、
　　電源オンを指示するための第２の操作手段と、
　　通信先情報を参照するための参照指示手段とをさらに含み、
　前記制御手段は、
　前記仮停止状態において、前記第２の操作手段が操作されることに応じて、前記表示手
段への表示を再開するとともに、前記参照指示手段からの入力によっては、前記第２の記
憶領域に予め登録された仮の通信先情報の参照のみを許可する仮活性状態への遷移を制御
する仮活性制御手段をさらに含む、携帯情報機器。
【請求項４】
　前記本停止状態において、前記第２の操作手段が操作されることに応じて、前記第１の
記憶領域に格納された情報の参照を許可する待機状態への遷移を制御する待機状態制御手
段とをさらに含む、請求項３記載の携帯情報機器。
【請求項５】
　前記待機状態において、前記第２の操作手段が操作された後、前記認証情報入力手段か
らの認証情報が正規であると判断した場合に、前記第１の記憶領域に格納された情報の参
照を許可する待機状態への遷移を制御する待機状態制御手段とをさらに含む、請求項４記
載の携帯情報機器。
【請求項６】
　前記待機状態において、前記第２の操作手段が操作された後、前記認証情報入力手段か
らの認証情報が未入力あるいは不正であると判断した場合に前記参照指示手段からの入力
によって、前記第２の記憶領域に予め登録された仮の通信先情報の参照のみを許可する仮
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活性状態への遷移を制御する仮活性制御手段とをさらに含む、請求項４または５に記載の
携帯情報機器。
【請求項７】
　前記指示入力手段は、
　　メール送信処理の指示を行うためのメール処理指示手段をさらに含み、
　前記制御手段は、
　前記仮活性状態において、前記メール処理指示手段からの入力に応じてメールの送信が
実行される際に、前記通信先記憶手段に予め登録された所定の通信先にも前記メールの送
信を行うメール送信制御手段をさらに含む、請求項３記載の携帯情報機器。
【請求項８】
　前記送受信手段を介して行われる通信履歴を格納するための通信履歴記憶手段をさらに
備え、
　前記仮活性制御手段は、前記所定の通信先への送信履歴については、前記通信履歴記憶
手段への格納を停止するための履歴記憶制御手段を含む、請求項７記載の携帯情報機器。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、ユーザが携帯する通信機能を有する携帯情報機器の構成に関し、より特定
的には、正規のユーザ以外の不正な使用を制限することが可能な携帯情報機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、子供や老人が携帯する携帯電話機において、電源が不慮および故意の電源キー操
作により携帯電話機の電話機の電源がオフされることを防止する技術が知られている（た
とえば、特許文献１を参照）。
【０００３】
　これは、子供や老人が外出するときに携帯電話機を持たせ、保護者が必要なときに連絡
を取ってその居場所や状況を確認したい場合に、保護者側が常に連絡をとれる状態として
おくには、当該電話機の電源が不慮及び故意の電源キー操作によりオフされることを防止
する必要があるからである。
【特許文献１】特開２００４－３５６９９２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　さらに、近年、たとえば、子供の安全確保のために、ＧＰＳ（Global Positioning Sys
tem）機能を有する携帯電話機を子供に持たせる場合なども多くなっている。
【０００５】
　この場合、子供が、万一、誘拐等の犯罪に巻き込まれてしまったときであっても、子供
位置を追跡できることが期待される。仮にＧＰＳ機能を有しない携帯電話機であっても、
一般に、基地局との交信記録などにより、携帯電話機の概略の位置を特定することも可能
である。
【０００６】
　しかしながら、携帯電話機の電源が切られてしまうと、上記のようなＧＰＳ機能も、基
地局との交信記録も利用できないこととなってします。一方で、上記の特許文献１に記載
のように、電源を切ろうとするたびにパスワードの入力を求められる場合には、犯人によ
り携帯電話機自体が捨てられてしまうなど、期待される機能が発揮されない可能性がある
。
【０００７】
　本発明は、上記のような問題を解決するためになされたものであって、その目的は、外
見上で電源オフ操作したのみでは実際に電源がオフされず、正規のユーザのみが、実際の
電源オフ操作をすることが可能な携帯型通信端末装置を提供することである。
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【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の１つの局面に従うと、携帯情報機器であって、電力を供給するための電源部と
、電源部から電力の供給を受け、外部との間で通信情報を送受信するための送受信手段と
、外部からの指示を受け付けるための指示入力手段とを備え、指示入力手段は、電源オフ
を指示するための第１の操作手段を含み、電源部から電力の供給を受け、携帯情報機器か
ら出力される画像情報を表示するための表示手段と、携帯情報機器の動作を制御するため
の制御手段とをさらに備え、制御手段は、電源部が電力を供給する状態は維持して、第１
の操作手段の操作に応じて、表示手段の表示を停止する仮停止状態へ遷移させるための仮
停止制御手段を含むことを特徴とする。
【０００９】
　好ましくは、携帯情報機器は、携帯情報機器のユーザからの認証情報を受け付けるため
の認証情報入力手段をさらに備え、認証情報入力手段からの認証情報が正規であると判断
した場合に、第１の操作手段の操作に応じて、電源部から、少なくとも送受信手段、指示
入力手段、表示手段及び制御手段のいずれか１つへの電力の供給を停止するための本停止
状態へ遷移させるための本停止制御手段とを含む。
【００１０】
　好ましくは、仮停止制御手段は、仮停止状態への遷移にともなって第１の報知手段を起
動させ、本停止制御手段は、電力の供給の停止にともなって、第１の報知手段とは異なる
第２の報知手段を起動させる。
【００１１】
　好ましくは、仮停止制御手段は、仮停止状態への遷移にともなって第１の報知手段に表
示画面に第１のメッセージ画面を表示させ、本停止制御手段は、電力の供給の停止にとも
なって、第１の報知手段に表示画面に第１のメッセージ画面とは異なる第２のメッセージ
画面を表示させる。
【００１２】
　好ましくは、仮停止制御手段は、第１の操作手段の操作に応じて、電源部からの電力の
供給を所定時間の間、一旦停止させる電源供給休止手段と、所定時間の経過後に仮停止状
態へ遷移する制御を行なう遷移手段とを含む。
【００１３】
　好ましくは、ユーザの操作に応じて、外部形態が可変である筐体と、筐体の外部形態の
変化を検出するための形態検知手段とをさらに備え、仮停止制御手段は、第１の操作手段
の操作に応じて、電源部からの電力の供給を一旦停止させる電源供給休止手段と、形態検
知手段により筐体が所定の形態に変化したことを検知してから所定時間経過した後に、仮
停止状態へ遷移する制御を行なう遷移手段とを含む。
【００１４】
　好ましくは、所定の通信先を特定するための情報を記憶するための通信先記憶手段と、
電源部から電力の供給を受け、外部から受信する測位信号に基づいて、携帯情報機器の位
置を特定するための位置特定手段をさらに備え、仮停止制御手段は、仮停止状態において
も、位置特定手段への電力供給を継続し、制御手段は、仮停止状態において、所定の通信
先に送受信手段を介して、位置特定手段により特定された位置に関する情報を送信する。
【００１５】
　好ましくは、送受信手段を介して行なわれる通信履歴を格納するための通信履歴記憶手
段をさらに備え、仮停止制御手段は、仮停止状態における着信履歴を、通信履歴記憶手段
の所定の領域に格納するための履歴記憶制御手段を含む。
【００１６】
　好ましくは、条件記憶手段をさらに備え、制御手段は、仮停止状態に遷移する前に指示
入力手段からの入力に基づいて、予め仮停止状態からの復帰条件を条件記憶手段に登録す
るための復帰条件設定手段と、仮停止状態において復帰条件が満たされることに応じて、
仮停止状態から、指示入力部からの入力受付を開始する状態に遷移させるための状態復帰



(6) JP 4703475 B2 2011.6.15

10

20

30

40

50

手段とを含む。
【００１７】
　好ましくは、電源部から電力の供給を受け、外部から受信する測位信号に基づいて、携
帯情報機器の位置を特定するための位置特定手段をさらに備え、仮停止制御手段は、仮停
止状態においても、位置特定手段への電力供給を継続し、復帰条件は、携帯情報機器の位
置が所定の領域内であることである。
【００１８】
　好ましくは、電源部は、電力を蓄えるための蓄電手段と、外部から蓄電手段への充電電
力の供給を受けるための充電受付手段とを含み、充電電力の供給時に、充電電力の供給元
である充電器と通信するための通信手段をさらに備え、復帰条件は、通信手段により通信
された認証情報により充電器が正規であると認証されることである。
【００１９】
　好ましくは、通信先を特定するための通信先情報を格納する通信先記憶手段をさらに備
え、通信先記憶手段は、第１および第２の記憶領域を含み、指示入力手段は、電源オンを
指示するための第２の操作手段と、通信先情報を参照するための参照指示手段とをさらに
含み、制御手段は、仮停止状態において、第２の操作手段が操作されることに応じて、表
示部への表示を再開するとともに、参照指示手段からの入力によっては、第２の記憶領域
に予め登録された仮の通信先情報の参照のみを許可する仮活性状態への遷移を制御する仮
活性制御手段とをさらに含む。
【００２０】
　好ましくは、本停止状態において、第２の操作手段が操作されることに応じて、第１の
記憶領域に格納された情報の参照を許可する待機状態への遷移を制御する待機状態制御手
段とをさらに含む。
【００２１】
　好ましくは、待機状態において、第２の操作手段が操作された後、認証情報入力手段か
らの認証情報が正規であると判断した場合に、第１の記憶領域に格納された情報の参照を
許可する待機状態への遷移を制御する待機状態制御手段とをさらに含む。
【００２２】
　好ましくは、待機状態において、第２の操作手段が操作された後、認証情報入力手段か
らの認証情報が未入力あるいは不正であると判断した場合に参照指示手段からの入力によ
って、第２の記憶領域に予め登録された仮の通信先情報の参照のみを許可する仮活性状態
への遷移を制御する仮活性制御手段とをさらに含む。
【００２３】
　好ましくは、指示入力手段は、メール送信処理の指示を行なうためのメール処理指示手
段をさらに含み、制御手段は、仮活性状態において、メール処理指示手段からの入力に応
じてメールの送信が実行される際に、通信先記憶手段に予め登録された所定の通信先にも
メールの送信を行なうメール送信制御手段をさらに含む。
【００２４】
　好ましくは、送受信手段を介して行なわれる通信履歴を格納するための通信履歴記憶手
段をさらに備え、仮活性制御手段は、所定の通信先への送信履歴については、通信履歴記
憶手段への格納を停止するための履歴記憶制御手段を含む。
【００２５】
　好ましくは、認証情報は、予め登録されたパスワードである。
　好ましくは、画像を記憶するための画像記憶手段をさらに備え、認証情報は、予め登録
された画像情報の組み合わせを指定する情報である。
【００２６】
　好ましくは、生体情報を読み取るための生体情報読取手段をさらに備え、認証情報は、
予め登録された生体情報である。
【００２７】
　好ましくは、生体情報は、指紋情報であり、生体情報読取手段は、第１の操作手段に組
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み込まれている。
【発明の効果】
【００２８】
　不正に電源がオフされた場合には、仮停止状態に遷移し、外見上は、あたかも電源オフ
の状態となっているように見える。これにより不正利用者は携帯電話から何も情報が提示
されていないと理解する。しかし、位置情報の検出機能または通信機能が動作しているこ
とにより場所が特定できるので、不正に使用されている携帯情報機器の追尾が可能となる
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
　以下、図面を参照しつつ、本発明の実施の形態について説明する。以下の説明では、同
一の部品には同一の符号を付してある。それらの名称および機能も同じである。したがっ
て、それらについての詳細な説明は繰り返さない。
【００３０】
　また、以下では、携帯電話機を、本発明の「携帯情報機器」の一例として説明を行なう
こととする。ただし、本発明は、ＰＤＡなどの他の携帯情報機器やその他の携帯型通信端
末装置にも適用可能なものである。
【００３１】
　図１および図２を参照して、本発明の携帯情報機器の一実施の形態である携帯電話機１
００について説明する。携帯電話機１００は、特に限定はされないが、ここでは折畳式携
帯電話で説明する。そして、図１は、携帯電話機１００の筐体を開いた状態での正面側の
斜視図であり、図２は、当該筐体を開いた状態での背面側の斜視図である。
【００３２】
　図１に示すように、携帯電話機１００は、第１の筐体１０４と、第２の筐体１０６と、
スピーカ１７４と、メインディスプレイ１５０と、サブカメラ１４２と、メイン操作部１
２０と、マイク１７２とを含む。第１の筐体１０４と第２の筐体１０６とは、接続部１０
５で折畳み可能に接続されている。
【００３３】
　メイン操作部１２０は、機能キー１２２Ａ，１２２Ｂ等の複数のキーを含む複数のキー
を含む機能キー群１２２と、数字等の入力のためのテンキーを含む１２キー１２４とを備
える。機能キー群１２２は、メインディスプレイ１５０上の表示の少なくとも一部（表示
全体、または、メインディスプレイ１５０上に表示されたカーソル等）を上下左右それぞ
れに所定の距離だけ移動させるための上キー１２１Ａ，下キー１２１Ｂ，左キー１２１Ｃ
，右キー１２１Ｄと、移動したカーソル等に対応する処理に決定したことを入力するため
の決定キー１２２Ａと、電源オフのためのとの機能表示がなされているボタン（以下、「
電源オフボタン」）１２２Ｂと、電源オンのためとの機能表示がなされているボタン（以
下、「電源オンボタン」）１２２Ｃとを含む。
【００３４】
　後に説明するように、本発明では、単純に、電源オフボタン１２２Ｂを操作したのみで
は、携帯電話機の各部への電力供給が完全にはオフ状態とはならない。このような「単純
に電源オフボタンを操作したことにより遷移する、電力供給が完全にはオフとはなってい
ない仮停止状態」を「ダミー電源オフ状態」と呼ぶ。
【００３５】
　このダミー電源オフ状態では表示部での表示が行なわれていない状態（ハード的に電源
が供給されていない状態でもソフト的に表示を消している、または黒い画面を表示するよ
うな状態、もしくはバックライトを消す等でもよい。
【００３６】
　また、さらに、後に説明するように、このような「ダミー電源オフ状態」から、単純に
電源オンボタン１２２Ｃを操作したのみでは、正規のユーザ以外のユーザに許される制限
された機能のみが動作可能なモードとなる。このような動作モードを「ダミー電源オン状
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態」と呼ぶことにする。
【００３７】
　また、以下の説明では、説明の便宜のために、上述のとおり、電源オンボタンと電源オ
フボタンとが別々のボタンであるものとして説明するが、これらのボタンは必ずしも別々
のボタンである必要はなく、同一ボタンが押下されるときの状態に応じて、電源オンボタ
ンとして機能したり、電源オフボタンとして機能するものとしてもよい。したがって、電
源オンボタンと電源オフボタンとは、総称して「電源ボタン」と呼ぶ。
【００３８】
　さらに、図２に示すように、携帯電話機１００は、第１の筐体１０４に、サブディスプ
レイ１６０と、サブ操作部１３０と、メインカメラ１４０と、ＬＥＤ（Light Emitting D
iode）１７６とを含む。また、携帯電話機１００は、第２の筐体１０６にアンテナ１０８
を有する。サブ操作部１３０は、サブディスプレイ１６０に表示されるカーソルの移動キ
ー１３０Ａ，１３０Ｃと、決定キー１３０Ｂとを含む。
【００３９】
　なお、以下では、メイン操作部１２０とサブ操作部１３０とを総称して「操作部」と呼
び、メイン操作部１２０およびサブ操作部１３０において、電源オフボタン１２２Ｂおよ
び電源オンボタン１２２Ｃ以外の操作キーを総称して「入力キー」と呼ぶ。
【００４０】
　また、本実施の形態の携帯電話機１００では、サブカメラ１４２がメインディスプレイ
１５０近傍に設けられ、後述するメインカメラ１４０が第１の筐体１０４の外面側（メイ
ンディスプレイ１５０を設けられた面の裏側面）に設けられているが、本発明に従った携
帯情報機器は、このような構成に限定されるものではなく、サブカメラ１４２とメインカ
メラ１４０の設置位置や搭載の有無は、任意である。
【００４１】
　図３は、携帯電話機１００の機能ブロック図である。
　図３を参照して、携帯電話機１００のアンテナ１０８は、無線電波を介して基地局と無
線通信を行なうときに、音声データ、文字データおよび画像データなどを送受信する。無
線部４は、受信時は、基地局からアンテナ１０８を介して受信したデータを復調し通信制
御部６を介して主制御部１０に送り、送信時は、主制御部１０から通信制御部６を介して
送られてくる音声データ、メールなどの文字データおよびメールに添付された画像データ
等を所定のプロトコルに基づいてアンテナ１０８から送出する。
【００４２】
　主制御部１０は、携帯電話機１００の各部の動作を制御し、ＲＯＭ（Read Only Memory
）８には、主制御部１０の動作のためのプログラム等が格納される。ＲＡＭ（Random Acc
ess Memory）３０は、主制御部１０が動作する際に、ＲＯＭ８内のプログラムが展開され
たり、ワーキングメモリとして使用されるなど一時記憶用のメモリとして機能する。不揮
発性メモリ３２は、たとえば、フラッシュメモリなどで構成され、後に説明するように、
携帯電話機１００の各動作状態と動作可能な機能とを対応付けた状態機能テーブル３４や
、送受信履歴データ３６や、ダミー電源オフ状態やダミー状態オン状態での表示を行なう
ためのデータを格納したダミー状態表示用データ３８等を格納している。さらに、不揮発
性メモリ３２には、主制御部１０により参照される、現在の動作状態を示すフラグ情報な
ども格納される。
【００４３】
　撮像部２０は、カメラ１４０およびサブカメラ１４２を含む。画像処理部２２は、増幅
部、Ａ／Ｄ（アナログ／デジタル）変換部、信号処理部からなる。増幅部は、撮像部２０
から送られてくるＲＧＢ等の画像信号に対応した電気信号を増幅し、Ａ／Ｄ変換部に送る
。Ａ／Ｄ変換部は増幅部で変換された画像信号に対応した電気信号（アナログ）をデジタ
ル信号に変換して画像データを出力し、信号処理部に送る。信号処理部は、Ａ／Ｄ変換部
から送られてくる画像データに対して、画素の補間処理などの信号処理を行なう。また信
号処理部は、主制御部１０から送られてくる制御信号に基づいて、信号処理を施した画像
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データを、ＲＡＭ３０に送る。
【００４４】
　ＲＡＭ３０内の画像メモリ領域は、信号処理部から連続的に送られてくる画像データを
一時的に記憶している。たとえば、時間的に古い画像データは消去する、あるいは最も新
しい画像データを上書きすることで一時的に記憶する。また、ＲＡＭ３０内の画像メモリ
領域には、撮像部２０からの画像データばかりでなく、主制御部１０の制御により、表示
しようとする画像データが、たとえば、不揮発性メモリ３２等からよみだされて書き込ま
れる場合もある。
【００４５】
　主制御部１０は、表示ドライバ部４２に制御信号を送信するとともに、ＲＡＭ３０内の
画像メモリ領域に記憶された画像データを、表示ドライバ部４２に送る。表示ドライバ部
４２は、メイン画面１５０またはサブ画面１６０に表示しようとする画像データに従って
、メイン画面１５０またはサブ画面１６０の各画素電極に対して駆動電圧を印加する。
【００４６】
　メインバックライト１５２およびサブバックライト１６２は、発光素子である発光ダイ
オードなどから構成され、メイン画面１５０またはサブ画面１６０に光を当てて輝度を増
加させる。メインバックライト１５２およびサブバックライト１６２の点灯、消灯の制御
（電源供給のオン／オフの制御）および輝度調整などの制御は、主制御部１０によって行
なわれる。また、メインバックライト１５２およびサブバックライト１６２は各々独立し
て制御することが可能であり、画像がメイン画面１５０に表示されている時はメインバッ
クライト１５２が、サブ画面１６０に表示されている場合はサブバックライト１６０が点
灯するように制御される。
【００４７】
　操作部１２には、図１～図２において上述したように、入力キー１４と、電源オフボタ
ン１２２Ｂおよび電源オンボタン１２２Ｃとが設けられる。
【００４８】
　マイク２６は、通話の際にユーザの音声を電気信号に変換して主制御部１０に与え、主
制御部１０は、この電気信号を音声データとして通信制御部６に与える。一方、スピーカ
２８は、通話の際に、通信制御部６と主制御部１０を介して与えられた音声の電気信号を
音声に変換する他、不揮発性メモリ３２に格納された音楽データの再生音声などの出力も
行なう。
【００４９】
　位置情報検出部５０は、たとえば、周知のＧＰＳ（Global Positioning System）信号
を受信して、携帯電話機１００の位置情報を獲得する。
【００５０】
　開閉検出部５２は携帯電話機１が折り畳まれているか否かを検出する検出手段である。
ヒンジ内部に図示しない検出スイッチが設けられており、開閉状態に応じて信号が主制御
部１０に送られ、主制御部１０によって携帯電話機１００が折り畳まれているかどうかを
判断する。なお、図１～図２では、携帯電話機１００が折畳式の形状を有するものとして
いるので、このような開閉検出を行なうことになるものの、たとえば、携帯電話機１００
がスライド式などの他の機構により、ユーザが通常持ち歩くときの形態から通話時の形態
に変形させた上で、通話を行なうような場合には、開閉検出部５２の代わりに、このよう
な形態の変化を検出する形態変化検出部が設けられる。
【００５１】
　電源部５４は、図示しないバッテリを含み、携帯電話機１００の各部へ電力を供給する
。携帯電話機１００の各部分への電力供給のオン／オフについては、主制御部１０により
制御されるものとする。ただし、主制御部１０への電源供給自体は、電源オンボタン１２
２Ｃの操作により開始される。
【００５２】
　図４は、携帯電話機１００および携帯電話機１０２がメールのやり取りを行なう状態を
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示す概念図である。
【００５３】
　図４を参照して、携帯電話機１００は基地局ＢＳ１を介してインターネット網と接続し
、一方、携帯電話機１０２は基地局ＢＳ２を介してインターネット網と接続することで、
相互にメールのやり取りを行なうことができる。また、携帯電話機１００は、ＧＰＳ衛星
からの測位信号を受けて、自身の位置情報を獲得する。
【００５４】
　後に説明するように、たとえば、携帯電話機１０２のアドレスが事前に携帯電話機１０
０の不揮発性メモリ３２内に通知先として登録されている場合、「ダミー電源オフ状態」
では、所定のタイミングで、携帯電話機１００は、自身の位置情報を携帯電話機１０２に
メールで通知する。
【００５５】
　［携帯電話機１００の電源制御］
　以下、携帯電話機１００の電源制御について説明する。
【００５６】
　本発明の携帯電話１００は、電源オフボタン１２２Ｂおよび電源オンボタン１２２Ｃと
通信機能を備えた携帯型通信端末装置であって、電源オフボタン１２２Ｂの操作のみを行
った場合、表面上はユーザからみて電源オフ状態になるものの、実際には、主制御部１０
、無線部４、通信制御部６、ＲＯＭ８、ＲＡＭ３０、位置情報検出部５０については、電
源は切れていないという仮停止状態（「ダミー電源オフ状態」）となる。一方で、個人認
証手続きにより、正規ユーザであると認められた場合に、電源オフボタン１２２Ｂの操作
をしたときには、電源部５４からの携帯電話機１００への電力供給が完全に停止した本停
止状態となる。本停止状態で、電源オンボタン１２２Ｃが操作されると、主制御部１０へ
の電力供給が開始される。
【００５７】
　［正規電源オフ処理］
　以下、まず、携帯電話機１００の待ち受け状態から、正規に電源をオフして、本停止状
態とするための操作について、説明する。
【００５８】
　図５は、このような正規の電源オフ操作を説明するためのフローチャートである。
　まず、待ち受け状態（Ｓ１００）において、主制御部１０により、ユーザの操作により
「電源オフメニュー」が呼び出されたかが判断され、呼び出しがあるまで電源オフメニュ
ーモードへの遷移については待ち状態となる（Ｓ１０２）。
【００５９】
　主制御部１０により「電源オフメニュー」へ入る操作が行なわれたと判断され（Ｓ１０
４）、続いて、認証情報の入力、たとえば、暗証番号の入力が行なわれると（Ｓ１０４）
、認証処理によりユーザが正規のユーザであるか否かが判断される（Ｓ１０６）。正規の
ユーザとの認証がされない場合は、処理はステップＳ１０２に復帰する。
【００６０】
　一方、主制御部１０により認証処理により正規のユーザであると判断され（Ｓ１０６、
でＹ）、続いて、電源オフボタン１２２Ｂが操作された判断されると、主制御部１０は、
電源部５４に対して指示を与えて、電源部５４からの携帯電話機１００への電力供給を完
全に停止させ（Ｓ１１０）、処理が終了する（Ｓ１１２）。
【００６１】
　図６は、図３に示した状態機能テーブル３４内に含まれる「通常待ち受け状態」および
「正規電源オフ状態」の状態機能テーブルの一例を示す図である。
【００６２】
　主制御部１０は、状態機能テーブルを参照して、ユーザの操作が行なわれた際に、現在
の動作状態で、そのような操作が有効であるか否かを判断し、有効（利用可能）であれば
、当該操作に対応した処理を行なうのに対して、無効（利用不可能）であると判断すると
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、当該操作に対応する処理は行なわない。
【００６３】
　図６（ａ）は、「通常待受状態の機能テーブル」であり、通常の待受状態では、「電源
操作（電源オフボタン１２２Ｂおよび電源オンボタン１２２Ｃの操作）」、「キー入力操
作（電源キーの操作を除く）」、「（着呼やメール着信などを音などで知らせる）報知処
理」、「表示処理」、「（通話の）発信」、「（通話の）着信」、「メール送信」、「メ
ール受信」、「カメラ操作」、「電話帳の参照」、「メールＢＯＸの照会」、「通話履歴
の参照」、「データファイルの操作」、「位置情報の獲得」、「（時計、電卓、電子マネ
ーなどの）付加機能」のいずれもが利用可能状態となっている。
【００６４】
　なお、「電話帳の参照」とは、不揮発性メモリ３２に格納された正規の電話帳の内容の
参照（内容の参照およびそれに基づくワンタッチでの発信）およびこの正規の電話帳への
登録処理を意味する。なお、このような正規の電話帳の内容の参照およびこの正規の電話
帳への登録処理には、パスワード入力などの個人認証により正規ユーザと認証された場合
にのみに許可されるものとしてもよい。
【００６５】
　これに対して、図６（ｂ）は、「正規電源オフ状態の機能テーブル」であり、正規電源
オフ状態（本停止状態）では、「電源操作」のみが利用可能であって、他の操作または処
理はいずれも利用不可能な状態となっている。
【００６６】
　（正規の電源オフ処理のための認証処理）
　図７は、図５のＳ１０２～Ｓ１０６において、個人認証のための認証情報を入力する処
理におけるメイン画面１５０の表示例を示す図である。
【００６７】
　まず、図７（ａ）に示すように、一般的に、携帯電話機１００の操作を列挙したメイン
メニュー画面をユーザが呼び出す。続いて、図７（ａ）において、「管理機能」をユーザ
が選択すると、図７（ｂ）の１つ下の階層のメニュー画面に移行する。さらに、図７（ｂ
）の画面において、ユーザが「パワーコントロール」を選択すると、図７（ｃ）のように
パスワードの入力を促す画面に移行する。
【００６８】
　ここで、入力されたパスワードが予め登録されていたものと一致すれば、主制御部１０
により正規のユーザと認証される。
【００６９】
　このように、メインメニューよりも深い階層のメニュー内に、ステップＳ１０４の個人
認証の入力画面を置くこととすれば、正規のユーザ以外では、正規電源オフのための処理
を見つけにくいばかりか、そのような認証情報の入力が必要であることすら正規ユーザ以
外では気づきにくいことになる。
【００７０】
　なお、図７（ｃ）では、パスワードの入力をすることで個人の認証をすることとしたが
、たとえば、図７（ｂ）から図７（ｃ）の状態に移行すると、パスワードの入力の代わり
に生体認証など個人を特定できる方法で行なっても良い。例えば認証が必要な場面ではカ
メラが自動的に起動し、顔画像の情報に基づいて認証するいわゆる「顔認証」を行なうこ
ととしてもよい。または、他の個人認証の方法としては、携帯電話機１００に指紋センサ
ーを設けておき、指紋認証を行なうこととしてもよい。その他虹彩認証や体、衣装、持ち
物等身近なものの一部または全体をカメラで撮影した画像データで認証してもよい。
【００７１】
　なお、この指紋認証の場合は、電源オフボタン１２２Ｂそのものに指紋センサーを設け
ておき、図７（ｃ）の画面で、電源オフボタン１２２Ｂの操作をユーザに促すメッセージ
を表示し、電源オフボタン１２２Ｂをユーザが押下することにより、自動的に指紋の検知
をすることとしてもよい。
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【００７２】
　図８は、個人認証の処理の他の方法におけるメイン画面１５０の表示例を示す図である
。
【００７３】
　図８においては、端末に予め登録されている画像データの組み合わせを選択することで
、それが登録された組み合わせと一致するかにより、個人の認証を行なう。
【００７４】
　すなわち、まず、図８（ａ）に示すように、一般的に、携帯電話機１００の操作を列挙
したメインメニュー画面をユーザが呼び出す。続いて、図８（ａ）において、「ライブラ
リ」をユーザが選択すると、図８（ｂ）の１つ下の階層のメニュー画面に移行する。さら
に、図８（ｂ）の画面において、ユーザが「グラフィックライブラリ」を選択すると、図
８（ｃ）のように、サムネイル表示の画面に移行する。ユーザは、図８（ｃ）のように、
たとえば、３×３に配置されたサムネイルの中から３つの画像を選択する。図８（ｃ）で
は、選択された画像が枠で囲まれて表示されている。
【００７５】
　ここで、選択された画像の組み合わせが予め登録されていた組み合わせと一致すれば、
主制御部１０により正規のユーザと認証される。なお、図８（ｃ）のサムネイル表示では
、登録された９つの画像が常に同じ位置に表示されるものとしてもよいが、図８（ｃ）の
画面が呼び出されるたびにランダムに表示位置を変更することとしてもよい。
【００７６】
　［ダミー電源オフ処理］
　次に、携帯電話機１００の待ち受け状態から、電源オフボタン１２２Ｂの操作のみを行
なって、ダミー電源オフ状態となる操作について説明する。
【００７７】
　図９は、このようなダミー電源オフ操作を説明するためのフローチャートである。
　まず、待ち受け状態（Ｓ２００）において、主制御部１０により、ユーザの操作により
「電源オフボタン１２２Ｂ」の操作が行なわれたかが判断され（Ｓ２０２）、電源オフボ
タン１２２Ｂの操作があるまでダミー電源オフ状態への遷移については待ち状態となる（
Ｓ２０２）。
【００７８】
　主制御部１０により電源オフボタン１２２Ｂが操作されたと判断されると、主制御部１
０は、ダミー電源オフの処理を行ない（Ｓ２０４）、処理は終了する（Ｓ２０６）。ここ
で、図５で説明した正規電源オフの処理と、図９のダミー電源オフの処理とは、待受け状
態においては、平行して待機状態となっているものである。
【００７９】
　図１０は、図３に示した状態機能テーブル３４内に含まれる「キーロック状態」および
「ダミー電源オフ状態」の状態機能テーブルの一例を示す図である。
【００８０】
　図１０の状態機能テーブルには、利用可能および利用不可能という状態以外に、限定利
用可能との状態が存在する。
【００８１】
　図１０（ｃ）は、「キーロック状態の機能テーブル」であり、キーロック状態では、「
電源操作（電源オフボタン１２２Ｂおよび電源オンボタン１２２Ｃの操作）」、「キー入
力操作（電源キーの操作を除く）」、「（着呼やメール着信などを音などで知らせる）報
知処理」、「表示処理」、「（通話の）着信」、「メール受信」が利用可能状態となって
いるものの、「（通話の）発信」、「メール送信」、「カメラ操作」、「電話帳の参照」
、「メールＢＯＸの照会」、「通話履歴の参照」、「データファイルの操作」については
利用不可能となっている。
【００８２】
　一方、「位置情報の獲得」については、ＧＰＳ信号の受信により位置情報の取得は行な
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われるが、表示画面への表示は行なわれない。また、位置情報については、携帯電話機１
００の外部から予め許可された機器が外部から無線によりアクセスして位置情報を取得す
ることも許可されている。
【００８３】
　「（時計、電卓、電子マネーなどの）付加機能」については、電子マネーについてのみ
処理が可能となる限定利用可能状態となっている。ただし、「（時計、電卓、電子マネー
などの）付加機能」のうち、「電子マネーについての付加機能」については、電子マネー
不正利用防止を考慮してダミー電源ＯＦＦのときに電子マネーが利用可能とする必要は必
ずしもない。
【００８４】
　これに対して、図１０（ｄ）は、「ダミー電源オフ状態の機能テーブル」であり、ダミ
ー電源オフ状態（仮停止状態）では、「電源操作」のみが利用可能であって、「キー入力
操作（電源キーの操作を除く）」、「（着呼やメール着信などを音などで知らせる）報知
処理」、「表示処理」、「（通話の）発信」、「カメラ操作」、「電話帳の参照」、「メ
ールＢＯＸの照会」、「通話履歴の参照」、「データファイルの操作」、「（時計、電卓
、電子マネーなどの）付加機能」については、利用不可能な状態となっている。また「メ
ール送信」については事前設定による定期的な位置情報送信処理のための動作が可能とな
る限定利用可能状態となっている。一方、「（通話の）着信」、「メール受信」について
は、これらの処理自体は行なわれるものの報知はされない、という限定利用可能状態とな
っている。さらに、「位置情報の獲得」については、事前設定による定期的な位置情報取
得のための限定利用可能状態となっている。
【００８５】
　（ダミー電源オフ状態からの位置情報の通知）
　図１１は、ダミー電源オフ状態における位置情報通知処理を説明するためのフローチャ
ートである。
【００８６】
　すなわち、携帯電話機１００は、ダミー電源オフ状態においても機能している位置情報
検出部５０とメールの送信機能や電話での音声合成等を利用して、予め登録してある通信
先に、随時取得した位置情報を送信する。
【００８７】
　図１１を参照して、ダミー電源オフ状態（Ｓ３００）になってから、主制御部１０は、
一定時間が経過したと判断すると（Ｓ３０２）、位置情報検出部５０を制御して。現在の
位置情報を取得させ、取得が完了すると（Ｓ３０４）、取得された位置情報を、たとえば
、不揮発性メモリ３２に予め登録されている通信先にメールで送信する（Ｓ３０６）。な
お、ステップＳ３０６の完了により処理が終了すると（Ｓ３０８）、処理は再び、ステッ
プＳ３０２に復帰する。
【００８８】
　このような位置情報の通信にあたっては、携帯電話機の外部には、外見上や音の通知と
しては、何ら出力が行なわれないものとする。
【００８９】
　（ダミー電源オフ状態での着信処理）
　図１２は、ダミー電源オフ状態での着信処理を説明するためのフローチャートである。
【００９０】
　発呼端末から携帯電話機１００に対して発呼処理が行なわれると（Ｓ５００）、着呼端
末である携帯電話機１００では、主制御部１０が、現在がダミー電源オフ状態であるか否
かを判断する（Ｓ５０２）。
【００９１】
　主制御部１０が、ダミー電源オフ状態であると判断した場合は、着呼を外部に通知する
ことなく、着信側の電話番号と着信日時を送受信履歴データ３６として不揮発性メモリ３
２の所定の領域に記録する。
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【００９２】
　なお、通常状態に復帰して送受信履歴データを参照する場合には仮停止状態での履歴と
いう事が分かるように表示の色を変えたり、印をつけたりして区別して表示させてもよい
。
【００９３】
　一方、ステップＳ５０２において、主制御部１０が、ダミー電源オフ状態でないと判断
した場合は、着呼を外部に音や表示により報知して（Ｓ５０６）、ユーザの操作に応じて
、応答処理を行なう（Ｓ５０８）。
【００９４】
　なお、たとえば、発呼側で切断処理を行なうと（Ｓ５１０）通信が終了する。
　（正規電源オフの場合とダミー電源オフの場合の画面表示）
　一般に、電源オフの操作を行なうと、表示画面の表示を終了する前に、メッセージ画面
が表示される。
【００９５】
　この際のメッセージ画面として、正規電源オフの場合とダミー電源オフの場合とで異な
るメッセージ画面を予め不揮発性メモリ３２に登録しておき、電源が切れる際に、正規電
源オフの状態とダミー電源オフの状態のいずれに遷移するのかを区別できるようにしてお
いてもよい。この場合は、画面表示が、これらの場合で異なることを知っている正規のユ
ーザは、いずれの状態に遷移するのかを知ることができる。
【００９６】
　また、メッセージに関わらず、音、発光色、パターン、振動などでいずれの状態に遷移
するのか区別できるようにしておいてもよい。
【００９７】
　（ダミー電源状態へ移行する他の例１）
　以上の説明では、単に電源オフボタン１２２Ｂが操作されたのみでは、「ダミー電源オ
フ状態」にそのまま移行するとの処理が行なわれるものとして説明した。
【００９８】
　しかしながら、単に電源オフボタン１２２Ｂの操作が行なわれた場合には、一旦、主制
御部１０が待機状態となりタイマーによる時間のカウント処理が行なわれることを除いて
正規電源オフ状態と同等の状態となるが、一定時間後ダミー電源オフ状態へ遷移するもの
としてもよい。
【００９９】
　このようにすると、電源オフボタン１２２Ｂを操作した直後から一定期間は、外部から
、たとえば、携帯電話機１００から出力される電波の検知等によったのでは、携帯電話機
１００が正規の電源オフ状態であるのか、ダミーの電源オフ状態であるのかを知ることが
できない。
【０１００】
　（ダミー電源状態へ移行する他の例２）
　また、図１３は、ダミー電源オフ状態への遷移の態様の他の例を示すフローチャートで
ある。
【０１０１】
　図１３を参照して、携帯電話機１０００では、待受け状態において（Ｓ４００）、単に
電源オフボタン１２２Ｂの操作が行なわれた場合には（Ｓ４０２）、一旦、主制御部１０
が待機状態となり開閉検出部５２の検出処理が行なわれることを除いて正規電源オフ状態
と同等の状態となる（Ｓ４０４）。続いて、開閉検出部５２により端末の形状の変化が検
出されると（Ｓ４０６）、一定時間経過後に（Ｓ４０８）、ダミー電源オフ状態へ遷移す
る（Ｓ４１０）。つまり、電源オフボタン１２２Ｂの操作後の形状変化を物理的スイッチ
として認識し、形状変化から一定時間後にダミー電源オフ状態に遷移することになる。
【０１０２】
　なお、端末の形状の変化としては、スライド式などの他の機構による形状変化であって



(15) JP 4703475 B2 2011.6.15

10

20

30

40

50

もよい。
【０１０３】
　（ダミー電源オフ状態からの復帰）
　なお、正規ユーザはダミー電源オフ状態からの復帰条件を不揮発性メモリ３２に予め登
録できるものとしてもよい。
【０１０４】
　たとえば、事前に登録した場所ではダミー電源オフから通常の待機モードに入ることを
登録しておき、主制御部１０はこの条件に基づいて、復帰処理を行なう。このとき、現在
、登録された位置に携帯電話機１００が存在するか否かは、位置情報検出部５０の検出結
果によるものとしてもよいし、たとえば、携帯電話機１００が無線タグからの信号の受信
機能を備えている場合には、所定の場所に設置してそこの位置情報を発信できる無線タグ
からの信号を検知した結果得られた登録されている位置情報を受信できた場合に、復帰す
るものとしてもよい。
【０１０５】
　あるいは、図１４に示すように、携帯電話機１００が、充電器３００に置かれると、主
制御部１０は、充電器との間で認証を行ない、事前に登録した充電器に置かれるとダミー
電源オフ状態から通常の待機モードに復帰することとしてもよい。
【０１０６】
　その他、認証の方法としては、認証情報入力装置から入力される認証情報、例えばパス
ワードや指紋のような生体情報であってもよく、このような認証が成功した場合に、復帰
することとしてもよい。
【０１０７】
　［ダミー電源オン状態への遷移の制御］
　以上の説明では、待受状態からダミー電源オフ状態に遷移する制御について説明した。
【０１０８】
　以下では、ダミー電源オフ状態において、電源オンボタン１２２Ｃが操作された場合に
、ダミー電源オン状態に移行する制御について説明する。
【０１０９】
　これは、たとえば、正規のユーザ以外には、外見上は、電源オン状態に移行したように
見えたとしても、制限された機能のみを許可する必要があるからである。
【０１１０】
　図１５は、ダミー電源オン状態への移行の制御を説明するためのフローチャートである
。
【０１１１】
　図１５を参照して、ダミー電源オフ状態において（Ｓ６００）で、電源オンボタン１２
２Ｃが押下されると（Ｓ６０２）、ダミー電源オン状態に遷移し（Ｓ６０４）、参照でき
るデータを不揮発性メモリ３２内のダミー状態履歴データ３７およびダミー状態表示用デ
ータ３８にのみ制限する。
【０１１２】
　つまり、端末内に記憶されている情報（電話帳、画像データ等）はダミーの情報のみに
アクセス可能なため、電話及びメール発信は直接入力した発信先またはダミーの電話帳に
基づく発信のみ可能となる。
【０１１３】
　図１６は、「ダミー電源オン状態の機能テーブル」であり、ダミー電源オン状態では、
「電源操作」、「キー入力操作（電源キーの操作を除く）」、「（着呼やメール着信など
を音などで知らせる）報知処理」、「表示処理」、「（通話の）発信」、「（通話の）着
信」、「メール送信」、「メール受信」、「カメラ操作」、「位置情報の獲得」について
は利用可能であるものの、「電話帳の参照」、「メールＢＯＸの照会」、「通話履歴の参
照」、「データファイルの操作」、「（時計、電卓、電子マネーなどの）付加機能」につ
いては、不揮発性メモリ３２内のダミー状態履歴データ３７およびダミー状態表示用デー
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タ３８が表示される。このため、電子マネーなども見かけ上の残高を０とすることで実際
の使用はできない。
【０１１４】
　図１７は、ダミー電源オン状態での着信処理を説明するためのフローチャートである。
　図１７を参照して、ダミー電源オン状態において（Ｓ７００）、電話またはメールが着
信すると（Ｓ７０２）、主制御部１０は、着信履歴情報を、不揮発性メモリ３２内にダミ
ー状態履歴データとして格納し（Ｓ７０４）、着信があった旨の報知を行なう（Ｓ７０６
）。
【０１１５】
　図１８は、ダミー電源オン状態での発信処理を説明するためのフローチャートである。
　図１８を参照して、まず、ダミー電源オン状態において（Ｓ８００）、発信のための処
理が行なわれると、主制御部１０は、発信内容の判別を行なう（Ｓ８０２）。
【０１１６】
　発信内容が、メール発信である場合、ユーザにより発信先のアドレスが入力されると、
メールには、ブラインドカーボンコピー（ＢＣＣ）として事前に不揮発性メモリ３２内に
登録されていた連絡先を追加する。ただし、表示には、このＢＣＣの宛先の内容は表示さ
れないし、発信先にも表示されない（Ｓ８０６）。その上で、主制御部１０は、発信処理
を行ない（Ｓ８０８）、ダミー状態履歴記憶データ２７として発信履歴を書き込んで（Ｓ
８１０）、処理が終了する（Ｓ８１２）。なお、発信先への通信履歴は、ダミー状態履歴
記憶データ２７として書き込まれるものの、上記事前に不揮発性メモリ３２内に登録され
ていた連絡先については、ダミー状態履歴記憶データ２７には、書き込まれない。
【０１１７】
　一方、発信内容が、電話発信である場合、ユーザにより発信先の電話番号が入力される
と（Ｓ８２４）、主制御部１０は、発信処理を行ない（Ｓ８２６）、ダミー状態履歴記憶
データ２７として発信履歴を書き込んで（Ｓ８２８）、処理が終了する（Ｓ８３０）。
【０１１８】
　なお、以下のように、ダミー電源オン状態では、電話発信制限を行なってもよい。すな
わち、１）ダイヤルロックがかかって発信できない、２）時間や回数などで、直接入力に
発信制限をする、３）直接入力しても所定の場所にかかる、というような制御を行なって
もよい。
【０１１９】
　以上のような構成および制御により、携帯情報機器において、正規でない処理で電源が
オフされた場合には、ダミー電源オフ状態に遷移し、外見上は、あたかも電源オンの状態
となっているように見える。しかし、位置情報の検出機能または通信機能が動作している
ことにより場所が特定できるので、不正に使用されている携帯情報機器の追尾が可能とな
る。
【０１２０】
　また、携帯電話機には、この位置にＳＩＭ（Subscriber Identity Module）カードまた
はＵＩＭ（User Identity Module）カード機能搭載の携帯端末が存在する。この場合は、
ＳＩＭカード、ＵＩＭカード搭載の携帯端末からカードを抜いたときは、ダミー電源ＯＦ
Ｆの状態のままであってもよいし、本電源ＯＦＦの状態に遷移してもよい。
【０１２１】
　あるいは、ダミー電源ＯＦＦの状態で交換しようとする時に、ダミー電源ＯＦＦでＳＩ
ＭカードまたはＵＩＭカードの交換ができない、または無効としても良い。本電源ＯＦＦ
でしか正常に交換できなくても良い。
【０１２２】
　また、ダミー電源ＯＦＦの状態で交換した(できた)時には、ダミー電源ＯＦＦでＳＩＭ
カードまたはＵＩＭカードの交換をしたら本電源ＯＦＦの状態に遷移してもよいし、また
、交換後に電源が投入された場合には通常の待機状態となってもよいし、ダミー電源ＯＮ
の状態になってもよい。
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【０１２３】
　上記のように通常もしくはダミー電源ＯＮの状態になった場合には、ダミー電話帳を表
示するモードとしてもよいし、交換されたＳＩＭカード（またはＵＩＭカード）の電話帳
を表示するモードとしてもよい。
【０１２４】
　ＳＩＭカードに入っているデータが正常に表示される状態であれば、そのＳＩＭカード
上に格納してある電話帳にのみ電話番号を許容するような構造としてもよい。
【０１２５】
　また、ＳＩＭカードを装着して使用する端末では認証情報はＳＩＭカード上にあっても
よいし、端末自体にあってもよい。
【０１２６】
　今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって制限的なものではないと考えら
れるべきである。本発明の範囲は上記した説明ではなくて特許請求の範囲によって示され
、特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれることが意図され
る。
【図面の簡単な説明】
【０１２７】
【図１】携帯電話機１００の筐体を開いた状態での正面側の斜視図である。
【図２】携帯電話機１００の筐体を開いた状態での背面側の斜視図である。
【図３】携帯電話機１００の機能ブロック図である。
【図４】携帯電話機１００および携帯電話機１０２がメールのやり取りを行なう状態を示
す概念図である。
【図５】正規の電源オフ操作を説明するためのフローチャートである。
【図６】図３に示した状態機能テーブル３４内に含まれる「通常待ち受け状態」および「
正規電源オフ状態」の状態機能テーブルの一例を示す図である。
【図７】図５のＳ１０２～Ｓ１０６において、個人認証のための認証情報を入力する処理
におけるメイン画面１５０の表示例を示す図である。
【図８】個人認証の処理の他の方法におけるメイン画面１５０の表示例を示す図である。
【図９】ダミー電源オフ操作を説明するためのフローチャートである。
【図１０】図３に示した状態機能テーブル３４内に含まれる「キーロック状態」および「
ダミー電源オフ状態」の状態機能テーブルの一例を示す図である。
【図１１】ダミー電源オフ状態における位置情報通知処理を説明するためのフローチャー
トである。
【図１２】ダミー電源オフ状態での着信処理を説明するためのフローチャートである。
【図１３】ダミー電源オフ状態への遷移の態様の他の例を示すフローチャートである。
【図１４】携帯電話機１００と充電器３００とを示す外観図である。
【図１５】ダミー電源オン状態への移行の制御を説明するためのフローチャートである。
【図１６】「ダミー電源オン状態の機能テーブル」である。
【図１７】ダミー電源オン状態での着信処理を説明するためのフローチャートである。
【図１８】ダミー電源オン状態での発信処理を説明するためのフローチャートである。
【符号の説明】
【０１２８】
　４　無線部、６　通信制御部、８　ＲＯＭ、１０　主制御部、１２　操作部、１４　入
力キー、２０　撮像部、２２　画像処理部、２４　発光部、２６　マイク、２８　スピー
カ、３０　ＲＡＭ、３２　不揮発性メモリ、３４　状態機能テーブル、３６　送受信履歴
記憶部、３７　ダミー状態履歴記憶部、３８　ダミー状態表示用データ、４２　表示ドラ
イバ、５０　位置情報検出部、５２　開閉検出部、５４　電源部、１００　携帯電話機、
１０４　第１の筐体、１０６　第２の筐体、１０８　アンテナ、１２０　メイン操作部、
１２１Ａ　上キー、１２１Ｂ　下キー、１２１Ｃ　左キー、１２１Ｄ　右キー、１２２Ｂ
　電源オンボタン、１２２Ｃ　電源オフボタン、１２４　１２キー、１３０　サブ操作部
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、１３０Ａ，１３０Ｃ　カーソルの移動キー、１３０Ｂ　決定キー、１４０　メインカメ
ラ、１４２　サブカメラ、１５０　メインディスプレイ、１５２　メインバックライト、
１６０　サブディスプレイ、１６２　サブバックライト。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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